
別
表
第
九
小
千
谷
の
項
管
轄
区
域
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

長
岡
市
の
う
ち
川
口
相
川
、
川
口
荒
谷
、
川
口
牛
ケ
島
、
川
口
木
沢
、
川
口
田
麦
山
、
川
口
峠
、
川
口
中
山
、

川
口
武
道
窪
、
川
口
和
南
津
、
西
川
口
、
東
川
口

小
千
谷
市

魚
沼
市

南
魚
沼
市

南
魚
沼
郡

別
表
第
九
横
浜
南
の
項
中
「
南
区
」
の
下
に「（
横
浜
市
）」を
加
え
、
同
表
緑
の
項
中
「
緑
区
」
の
下
に「（
横
浜
市
）」

を
加
え
る
。

別
表
第
九
相
模
原
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

相
模
原

中
央
区

緑
区
（
相
模
原
市
）

中
央
区

南
区
（
相
模
原
市
）

別
表
第
九
平
戸
の
項
管
轄
区
域
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

佐
世
保
市
の
う
ち
江
迎
町
赤
坂
、
江
迎
町
飯
良
坂
、
江
迎
町
猪
調
、
江
迎
町
埋
立
、
江
迎
町
箙
尾
、
江
迎
町
奥

川
内
、
江
迎
町
梶
ノ
村
、
江
迎
町
上
川
内
、
江
迎
町
北
田
、
江
迎
町
北
平
、
江
迎
町
栗
越
、
江
迎
町
小
川
内
、

江
迎
町
志
戸
氏
、
江
迎
町
末
橘
、
江
迎
町
田
ノ
元
、
江
迎
町
中
尾
、
江
迎
町
長
坂
、
江
迎
町
七
腕
、
江
迎
町
根

引
、
江
迎
町
三
浦
、
江
迎
町
乱
橋
、
鹿
町
町
大
屋
、
鹿
町
町
上
歌
ヶ
浦
、
鹿
町
町
九
十
九
島
、鹿
町
町
口
ノ
里
、

鹿
町
町
鹿
町
、
鹿
町
町
下
歌
ヶ
浦
、
鹿
町
町
新
深
江
、
鹿
町
町
土
肥
ノ
浦
、
鹿
町
町
中
野
、
鹿
町
町
長
串
、
鹿

町
町
深
江
、
鹿
町
町
深
江
潟
、
鹿
町
町
船
ノ
村

平
戸
市

松
浦
市

北
松
浦
郡
（
佐
世
保
税
務
署
管
内
の
地

域
を
除
く
。）

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
九
長
岡
の
項
、
小
千
谷
の
項
、
佐
世

保
の
項
及
び
平
戸
の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

第
二
百
二
十
一
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ツ

前
払
式
支
払
手
段
発
行
者

ネ

資
金
移
動
業
を
営
む
者

第
二
百
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
リ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

リ

前
払
式
支
払
手
段
発
行
者

第
二
百
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
ヲ
か
ら
タ
」
を
「
ワ
か
ら
レ
」
に
改
め
、
タ
を
レ
と
し
、
ヌ
か
ら
ヨ
ま
で
を

ル
か
ら
タ
ま
で
と
し
、
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

資
金
移
動
業
を
営
む
者

第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
中
「
二
百
二
十
五
人
」
を
「
二
百
三
十
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
二
条
第
一
項
中
「
五
百
九
十
五
人
」
を
「
五
百
九
十
七
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
二
条
の
二
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
九
西
の
項
中
「
西
区
」
の
下
に「（
大
阪
市
）」を
加
え
、
同
表
北
の
項
中
「
北
区
」
の
下
に「（
大
阪
市
）」を
加

え
、
同
表
大
淀
の
項
中
「
北
区
」
の
下
に「（
大
阪
市
）」を
加
え
、
同
表
堺
の
項
中
「
西
区
」
及
び「
北
区
」の
下
に「（
堺

市
）」を
加
え
、
同
表
佐
世
保
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
佐
世
保
市
」
の
下
に「（
平
戸
税
務
署
管
内
の
地
域
を
除
く
。）」

を
加
え
る
。

２

貸
金
業
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
二
百
二
十
一
条
第
一
号
カ
か
ら
ネ
に
掲
げ
る
者
の
監
督
に
関
す
る
事
務
の

う
ち
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
調
整
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
中
「
二
百
九
十
九
人
」
を
「
三
百
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
条
第
一
項
中
「
二
百
十
一
人
」
を
「
二
百
十
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
三
条
第
十
七
号
を
削
り
、
同
条
第
十
六
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヲ

前
払
式
支
払
手
段
発
行
者

ワ

資
金
移
動
業
を
営
む
者

第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヲ

前
払
式
支
払
手
段
発
行
者

ワ

資
金
移
動
業
を
営
む
者

第
二
百
六
十
一
条
第
四
項
中
第
十
三
号
を
削
り
、
同
項
第
十
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル

前
払
式
支
払
手
段
発
行
者

ヲ

資
金
移
動
業
を
営
む
者

第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
中
「
五
百
六
十
二
人
」
を
「
五
百
七
十
五
人
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
九
条
第
一
項
中
「
五
十
七
人
」
を
「
五
十
八
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
一
条
第
一
項
中
「
二
百
四
十
九
人
」
を
「
二
百
四
十
八
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
二
条
第
一
項
中
「
九
十
九
人
」
を
「
百
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
四
十
条
第
一
項
中
「
五
百
六
十
八
人
」
を
「
五
百
七
十
一
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
七
十
六
条
第
一
項
中
「
九
人
」
を
「
十
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
二
十
八
条
中
「
三
十
五
人
」
を
「
四
十
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
三
十
九
条
第
二
項
中
「
百
四
十
七
人
」
を
「
百
六
十
八
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
八
十
五
条
第
一
項
中
「
二
千
九
百
三
十
二
人
」
を
「
二
千
九
百
三
十
三
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
九
十
七
条
第
一
項
中
「
四
百
三
人
」
を
「
四
百
四
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
十
八
条
第
一
項
中
「
千
四
百
九
十
二
人
」
を
「
千
四
百
九
十
三
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
五
十
五
条
第
一
項
中
「
八
千
十
人
」
を
「
八
千
二
十
四
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
中
「
一
万
九
千
五
百
五
十
三
人
」
を
「
一
万
九
千
六
百
三
十
八
人
」
に
改
め
る
。

別
表
第
九
長
岡
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
長
岡
市
」
の
下
に「（
小
千
谷
税
務
署
管
内
の
地
域
を
除
く
。）」を
加
え
る
。

〇
財
務
省
令
第
二
十
六
号

特
定
国
有
財
産
整
備
特
別
会
計
及
び
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
い
、
及
び
高
度
専
門
医

療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
附
則
第
八
条
第
一
項

の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
特
定
国
有
財
産
整
備
特
別
会
計
及
び
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
の
廃
止
に

伴
う
財
務
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

菅

人

特
定
国
有
財
産
整
備
特
別
会
計
及
び
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴
う
財
務
省
関
係
省

令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
支
出
官
事
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

支
出
官
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
六
項
第
二
十
号
及
び
第
二
十
一
号
中
「
財
務
省
」
の
下
に
「
及
び
国
土
交
通
省
」
を
加
え
る
。

（
国
有
財
産
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
有
財
産
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
三
年
大
蔵
省
令
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
中
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

（
財
政
融
資
資
金
預
託
金
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

財
政
融
資
資
金
預
託
金
取
扱
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
大
蔵
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）

附
則
第
八
条
第
一
項
又
は
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
の
積
立
金

に
属
す
る
現
金
を
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
又
は
一
般
会
計
に
承
継

す
る
た
め
、
当
該
積
立
金
に
属
す
る
預
託
金
の
払
戻
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
十
一
条
第
一
項
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中「「
何
年
度
、
何
省
所
管
何
会
計
、
歳
入
」、「
何
年
度
、
何
会
計
、
歳
入
外
、
損

失
補
て
ん
（
積
立
金
に
属
す
る
現
金
を
支
払
元
受
高
に
繰
替
使
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、「
繰
替
」
と
す
る
。）」

又
は
「
何
資
金
、
繰
替
」（
積
立
金
に
属
す
る
現
金
を
資
金
に
繰
替
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
何

年
度
、
何
会
計
、
歳
入
外
、
積
立
金
」
と
す
る
。

（
歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
四
条

歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
大
蔵
省
令
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
三
号
を
削
る
。

別
紙
第
四
号
の
八
書
式
及
び
別
紙
第
四
号
の
九
書
式
中「

財
務
省
所
管
」

を「
財
務
省
及
び
国
土
交
通
省
所
管
」

に
改
め
る
。
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